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　28－29 4 （ 8.2）
　30－39 38 （77.6）
　40－42 6 （12.2）








　同居（妻の両親） 2 （ 4.1）
　同居（夫の両親） 12 （24.5）























































































































































































TOPSE 1：愛情と情緒的表現 .854 .835 .896
TOPSE 2：遊びと喜び .916 .901 .897
TOPSE 3：共感と理解 .908 .885 .890
TOPSE 4：コントロール .814 .837 .859
TOPSE 5：しつけ .848 .904 .881
TOPSE 6：プレッシャー .714 .771 .712
TOPSE 7：自己受容感 .839 .859 .891
TOPSE 8：知識と学び .836 .909 .894























































（F（2, 96）＝7.154，p＜ .01），“自己受容感”（F（2, 96）＝



















 介入前 介入後 ３か月後
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
TOPSE 1：愛情と情緒的表現 46.18 8.25 47.88 7.21 48.78 7.55 ＊＊
TOPSE 2：遊びと喜び 39.67 9.84 44.65 8.69 44.69 8.42 ＊＊＊
TOPSE 3：共感と理解 37.86 9.34 42.00 8.42 43.69 7.72 ＊＊＊
TOPSE 4：コントロール 29.33 8.41 34.35 8.73 35.57 8.31 ＊＊＊
TOPSE 5：しつけ 32.57 8.48 39.29 9.23 39.14 9.28 ＊＊＊
TOPSE 6：プレッシャー 36.10 7.93 39.80 8.29 38.37 8.66 ＊＊
TOPSE 7：自己受容感 36.00 8.75 39.33 8.94 40.37 8.61 ＊＊＊
TOPSE 8：知識と学び 42.10 7.92 46.67 7.90 46.16 7.82 ＊＊＊
TOPSE総得点 299.82 55.98 333.96 54.98 336.78 54.94 ＊＊＊
n＝49，差の検定：傾向検定，＊＊＊：p＜ .001，＊＊：p＜ .01
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平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
PSI：親の苦悩 30.16 6.81 29.63 6.40 ns
PSI：親－子相互作用の機能不全 22.41 5.36 21.33 4.58 ns
PSI：むずかしい子ども 31.73 7.84 28.96 6.74 ＊＊＊
PSI総得点 84.31 16.67 79.92 14.43 ＊＊
SDQ：情緒面での問題 2.24 1.73 1.88 1.52 ns
SDQ：行動面での問題 3.22 1.78 2.80 1.67 ＊
SDQ：落ちつきのなさ 4.04 2.21 3.31 2.00 ＊＊
SDQ：友だちとの問題 2.39 1.68 2.00 1.85 ns
SDQ：他者への気づかい 5.82 1.76 6.02 1.71 ns
SDQ総得点 11.90 4.52 9.98 4.54 ＊＊






























TOPSE 1：愛情と情緒的表現 －.397 ＊＊ －.419 ＊＊ －.295 ＊ －.436 ＊＊ －.002 ns －.234 ns －.257 ns －.154 ns .300 ＊ －.275 ns
TOPSE 2：遊びと喜び －.517 ＊＊＊ －.531 ＊＊＊ －.394 ＊＊ －.567 ＊＊＊ －.009 ns －.279 ns －.156 ns －.131 ns .468 ＊＊ －.238 ns
TOPSE 3：共感と理解 －.518 ＊＊＊ －.429 ＊＊ －.300 ＊ －.491 ＊＊＊ －.102 ns －.267 ns －.291 ＊ －.182 ns .311 ＊ －.354 ＊
TOPSE 4：コントロール －.487 ＊＊＊ －.533 ＊＊＊ －.545 ＊＊＊ －.627 ＊＊＊ －.001 ns －.413 ＊＊ －.299 ＊ －.040 ns .364 ＊ －.324 ＊
TOPSE 5：しつけ －.405 ＊＊ －.407 ＊＊ －.425 ＊＊ －.496 ＊＊＊ －.030 ns －.447 ＊＊ －.180 ns －.112 ns .382 ＊＊ －.317 ＊
TOPSE 6：プレッシャー －.505 ＊＊＊ －.371 ＊＊ －.390 ＊＊ －.510 ＊＊＊ －.227 ns －.289 ＊ －.282 ＊ －.122 ns .164 ns －.384 ＊＊
TOPSE 7：自己受容感 －.566 ＊＊＊ －.625 ＊＊＊ －.468 ＊＊＊ －.652 ＊＊＊ －.088 ns －.411 ＊＊ －.170 ns －.031 ns .206 ns －.290 ＊
TOPSE 8：知識と学び －.325 ＊ －.374 ＊＊ －.326 ＊ －.406 ＊＊ .036 ns －.233 ns －.278 ns －.111 ns .306 ＊ －.255 ns
TOPSE総得点 －.576 ＊＊＊ －.571 ＊＊＊ －.484 ＊＊＊ －.647 ＊＊＊ －.064 ns －.396 ＊＊ －.292 ＊ －.137 ns .390 ＊＊ －.374 ＊＊
相関係数：Pearson’s r，＊＊＊：p＜ .001，＊＊：p＜ .01，＊：p＜ .05，ns： not significant
表７　介入によるTOPSE変化大群と変化小群のPSIとSDQ得点の変化値（介入前－３か月後）
 TOPSE変化大群 TOPSE変化小群 TOPSE変化大群 TOPSE変化小群
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 a 推定平均値 標準誤差 推定平均値 標準誤差 b
PSI：親の苦悩 －2.00 4.74 　1.00 3.04 ＊ －1.95 0.73 　0.95 0.75 ＊＊
PSI：親－子相互作用の機能不全 －1.44 4.64 －0.71 3.74 ns －1.92 0.69 －0.21 0.71 ns
PSI：むずかしい子ども －2.92 4.96 －2.63 4.15 ns －2.62 0.80 －2.93 0.81 ns
PSI総得点 －6.36 10.64 －2.33 8.43 ns －6.31 1.67 －2.39 1.70 ns
SDQ：情緒面での問題 　0.20 1.76 －0.96 1.76 ＊ 　0.07 0.28 －0.82 0.28 ＊
SDQ：行動面での問題 －0.60 1.58 －0.25 1.19 ns －0.54 0.25 －0.32 0.26 ns
SDQ：落ちつきのなさ －0.80 1.61 －0.67 1.66 ns －0.77 0.29 －0.70 0.29 ns
SDQ：友だちとの問題 －0.16 1.65 －0.63 1.81 ns －0.22 0.32 －0.56 0.33 ns
SDQ：他者への気づかい 　0.60 1.61 －0.21 1.50 ns 　0.65 0.27 －0.26 0.28 ＊
SDQ総得点 －1.36 4.02 －2.50 4.28 ns －1.40 0.75 －2.46 0.76 ns
n＝49，a：t 検定，b：共分散分析（介入前の当該変数値を調整），＊＊：p＜ .01，＊：p＜05，ns： not significant
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 ‘1-2-3 Magic’ is well-known as effective discipline for children and was originally developed by Dr. Phelan. A public 
health nurse in the UK, Petrie, adapted ‘1-2-3 Magic’ to develop a group-based parenting support program. We developed a 
Japanese version of the program in collaboration with Petrie. The aim of the study is to examine the effects of the program 
when applied to Japanese parents.
 Participants were 49 mothers of children aged 3-5. Mothers were mainly taught how to stop bad behaviors and encourage 
good behaviors of children. The Tool to Measure Parenting Self-Efficacy （TOPSE）, the Parenting Stress Index （PSI） short 
form, and the Strength and Difficulties Questionnaire （SDQ） were used to evaluate the program.
 All the subscales in the TOPSE significantly increased at the end of the program. The increase achieved at the end of the 
program was maintained at a three-month follow-up. One out of three PSI scales and the total PSI score showed a signifi-
cant decrease from pre-program to three-month follow-up. Two out of five SDQ scales and the total SDQ score significantly 
decreased from pre-program to three-month follow-up. The causal relationship between TOPSE and PSI/SDQ was exam-
ined. However, we found no definite relationships between TOPSE and PSI/SDQ.
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 付録
1 
『‘
1-
2-
3
マ
ジ
ッ
ク
’
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
 
参
加
し
て
く
だ
さ
る
お
母
様
方
募
集
 
 
研
究
代
表
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
●
大
学
看
護
学
部
 
●
●
 
●
●
 
 
近
年
、
育
児
に
悩
み
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
様
方
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
や
各
自
治
体
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 
私
ど
も
は
、
こ
の
た
び
、
英
国
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
イ
ア
大
学
と
共
同
し
て
『‘
1-
2-
3
マ
ジ
ッ
ク
’
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
日
本
版
）』
を
創
り
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
母
様
方
に
提
供
し
、実
際
に
役
立
つ
も
の
か
ど
う
か
を
調
べ
る
研
究
を
考
え
て
い
ま
す
。
 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
良
好
な
親
子
関
係
を
築
き
、
子
ど
も
の
自
尊
心
を
高
め
る
効
果
的
な
育
児
方
法
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
で
す
で
に
広
く
浸
透
し
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 
日
本
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
例
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
●
●
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
下
で
、
日
本
版
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
等
々
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
保
健
師
や
保
育
士
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
見
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
い
ま
す
。
 
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
お
よ
び
調
査
で
は
、
以
下
の
こ
と
に
配
慮
い
た
し
ま
す
。
 
☆
 
参
加
を
強
制
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
 
☆
 
参
加
し
な
く
て
も
皆
様
が
受
け
る
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
 
☆
 
参
加
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
後
で
あ
っ
て
も
、
ご
希
望
に
よ
り
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
☆
 
皆
様
の
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
柄
は
研
究
の
目
的
の
み
に
使
用
し
、関
係
者
以
外
の
人
に
漏
ら
す
こ
と
は
決
し
て
し
ま
せ
ん
。
 
 お
母
様
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
の
詳
細
は
、
別
紙
に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
主
旨
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
お
よ
び
調
査
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 
な
お
、
ご
質
問
等
は
下
記
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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大
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学
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県
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TE
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 ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
 
 ①
 ２
－
６
歳
の
お
子
様
を
持
つ
お
母
様
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 
②
 『
‘
1-
2-
3
マ
ジ
ッ
ク
’
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
へ
の
参
加
 
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
、１
週
間
に
1
回（
２
時
間
）行
い
ま
す
が
、で
き
れ
ば
全
て
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
・
そ
の
間
に
お
子
様
を
預
か
る
人
が
い
な
い
場
合
等
は
、
保
育
所
の
保
育
士
等
が
安
全
に
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。
 
③
 プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
見
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力
 
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
初
回
時
：
合
計
約
１
０
０
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
：
合
計
約
６
０
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
・
終
了
3
ヶ
月
後
：
合
計
約
１
０
０
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
・
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ほ
ぼ
全
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
の
様
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
④
 研
究
成
果
を
世
に
発
信
す
る
た
め
の
同
意
 
・
本
研
究
の
成
果
を
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
（
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
論
文
、
学
会
発
表
）
で
世
の
中
に
発
信
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
は
数
値
化
あ
る
い
は
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
お
り
、
お
母
様
方
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
同
意
を
い
た
だ
き
た
い
。
 
 
同
意
書
は
、
お
配
り
し
ま
し
た
封
筒
の
中
に
入
れ
て
、
封
を
し
て
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 
 
